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Webブラウザの限界と
新世代リッチ・クライアントの可能性

自治体向け情報提供誌

　インターネットが普及し、Webブラウザ(*1)からショッピン

グや銀行の残高照会をすることができる便利な世の中に

なりました。残高照会するためにわざわざ専用のソフト

ウェアをインストールする必要も無く、ネットワークにつなぐ

だけで、望む処理ができ望む結果を得られます。

　使い慣れたWebブラウザで業務がこなせたらと思う場面

もあるでしょう。しかし、日常業務のすべてをこうしたWeb

ブラウザで片付けるにはまだまだ無理があるようです。

　今回は、旧来からのC/Sシステム(*2)とWeb ブラウザの

違いを探るとともに、Ｗｅｂブラウザを使用しない新システ

ム方式「リッチ・クライアント」についてご紹介します。

C/SシステムとWebブラウザ　（図１）

　ホスト集中処理の時代、ホストコンピュータから送られた

データを表示するシン・クライアント(*3)がありました。

　シン・クライアントは、画面表示と画面を介したデータの

入出力だけを行い、それに伴う一連の処理はすべて

ホストコンピュータで実行します。主に事務系の情報処理

端末として使用されていました。

　その後、操作が直観的で初心者に分かりやすく、操作

性の統一が図りやすいという利点を持ったWindows(R)や

Macintosh(R) が登場し、業務処理だけでなく図形描画や

ゲームなど、コンピュータの利用分野を格段に広げました

　コンピュータ技術の進歩や生産性向上を背景に、事務

系の電算処理もホスト集中処理から分散型のC/Sシステ

ムに進化しました。C/Sシステムは、ネットワーク上に存在

するクライアントとサーバ双方にプログラムを搭載し、処理

を分散する仕組みです。現在、自治体業務の大半は、

ホストコンピュータとC/Sシステムを併用しています。

　そのような中、ＨＴＴＰ/ＨＴＭＬ(*4・次ページ注釈参照) とい

うインターネット技術を利用した、ＷｅｂサーバやWebブラ

ウザによるアプリケーションが台頭してきました。

　これも一種のC/Sシステムといえますが、クライアント側

は、「Netscape(R)」や「Microsoft (R) Internet Explorer」など
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＊１･･･Webブラウザ
インターネット上のWebサーバに蓄積したコンテンツを
閲覧するためのクライアント・ソフト。
単にブラウザともいう。

＊３･･･シン・クライアント（thin client）
データの表示や入力などの簡単な処理しか行わない
タイプのクライアント・コンピュータ。アプリケーションや
データなどの処理はサーバで集中的に行う。

＊２･･･C/Sシステム（クライアント・サーバシステム）
ネットワーク上で動作するサーバ・コンピュータとクラ
イアント・コンピュータで処理を分担するシステム。



-２-

無償で提供されるWeb ブラウザを利用します。プログラム

によっては、Webブラウザにプラグイン（拡張）ソフトをイン

ストールする必要があるものの、C/Sシステムに比べOSへ

の影響や、クライアントの処理能力への制約も少ないと

いう特長があります。

　このため、パソコンばかりでなく携帯電話でも、オンライ

ンショッピングや銀行振り込みなどのサービスが実現され

ています。

Webブラウザの限界　（図２）

　 Webブラウザは、C/Sシステムの課題であったTCO（シ

ステム総保有コスト）の削減を実現しました。主目的が情

報を参照することであれば、わざわざ専用のクライアントア

プリケーションを開発するより、Webブラウザのほうが良い

選択でしょう。

　では、Webブラウザは万能で最良の道具でしょうか。

　具体的にC/SシステムとWebブラウザ、それぞれの特長

を比較してみます。

◆プログラム配布の容易性

　Web ブラウザは、アプリケーションをサーバで一元管理

します。最新アプリケーションをダウンロードし、すぐに

利用できる点では、Webブラウザが勝ります。

◆応答性

　Webブラウザはロジックを1件処理するたびに、サーバ

へアクセスするため、応答性に優れているとはいえません。

◆表現力・操作性

　Web ブラウザは、HTMLの制約を受けるために、紙の帳

票に似せた画面の作成や、ファンクションキーやリターン

キーに特定の処理を割り当てることができません。C/Sシ

ステムに比べ、GUI（*5）が貧弱で使い勝手が悪いといえ

ます。たとえば、Web ブラウザで帳票データを入力するよ

り、Microsoft (R) Excelで入力した方が簡単であることは、

利用者にとって周知の事実です。

　また、近年ではパソコンも高性能・低価格化し、サーバ

に劣らぬ処理能力を持ち合わせており、入力作業や帳票

出力が多い事務処理では、C/Sシステムが有利です。

図２●Webブラウザの限界
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＊４･･･ＨＴＴＰ/ＨＴＭＬ
ＨＴＴＰとはWebサーバとWebブラウザがファイルなどの情報を送受するのに使
うプロトコル。HTMLとはWebのページを記述するための言語。Webサーバが蓄
積しているHTML形式のファイルをWebブラウザが読み出して解釈・表示する。

＊５･･･GUI（グラフィカル・ユーザ・インタフェース）
コマンドをタイプ入力し文字でコンピュータが答えるという従来からの文字ベー
スの方式ではなく、絵（アイコン）を介してコンピュータと人が対話するインタ
フェース。

オフライン環境での操作

画面表示

応答性

　業務アプリケーションでは､
ファンクションキーやタブ
キー、リターンキーなどが
頻繁に使われる。
　Webブラウザが予約してい
る割り当てキーを変更する
のは不可能だったり、煩雑だ
ったり、自由な割り当てを
行うことができない。

　Webブラウザでは帳票に合
わせて画面を開発しようと
すると、縦に長いスクロール
を必要としたり、ページ遷移
を増やしたりと利用者にとっ
て使いにくい画面になって
しまう。
　また、画面解像度などクラ
イアントの違いにより、表示
や動作が統一されない恐れ
がある。

　Webブラウザは、ロジックを
1件処理するたびにHTML
ファイルを取得してページ全
体をリフレッシュしなければ
ならないため、サーバへの
アクセス回数やデータ通信
量が増える。

　Webシステムは、オンライ
ン環境でないと操作できず、
セッションがタイムアウトする
と、オンラインでも作業が
中断する恐れがある。
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③C/SシステムではDBアクセスにTCP/IPポートを開かな

　ければならないため、ファイアウォールでの対応が複雑

　になる問題がありました。リッチ・クライアントでは、アプ

　リケーションソフトやデータの通信にHTTPを使用するこ

　とで容易に回避できます。

　リッチ・クライアントは、Webブラウザの良い機能を多く備

えています。しかし、Webブラウザと同様に、インターネット

に接続できる環境での使用は、ウイルスや不正アクセスな

どの危険を招く恐れがあり、セキュリティについては細心

の注意を払う必要があります。

自治体業務に適した
　　　　　　　リッチ・クライアントとは

　リッチ･クライアントには、データベースへの入力・検索

に適したものや、文書の閲覧・申請に適したもの、

クライアント環境に制限がないものや、環境が限定

されるものの生産性が優先されるものなど、いくつか

の代表的な技術および製品があります。

　とは言え、Web ブラウザの技術的成果であるＨＴＴＰ技

術やXML（*6）を活かさない手はありません。そこで、登場

してきたのが、シン・クライアントに対比し表現される

新システム方式「リッチ・クライアント」です。

新世代リッチ・クライアントの登場

　リッチ・クライアントとは、C/SシステムとWebブラウザの弱

点を補強した、Webシステムの進化形といえるものです。

別の見方をすればC/Sシステムへの回帰ともいえます。

　しかし、その実装方法は従来のC/Sシステムと異なり、ク

ライアントソフトを「プログラム解釈を行う汎用的な実行環

境」と「個別に作り込むアプリケーション」に分離し、C/S

システムが抱えていた様々な問題を改善しました。（図３）

①OSやDLL（*7）などクライアントの環境の違いは、実行

　環境が吸収します。

②アプリケーションはサーバで一元管理し、インストール

　やバージョンアップはサーバから自動ダウンロードされ、

　クライアントソフトを配布する手間を省くことができます。

図３●C/Sシステムと比較したリッチ・クライアントのメリット

＊６･･･ XML
HTMLに代わるものとして標準化作業が進むWebページ記述言語。インター
ネットを使った「Webサービス」の中核技術であり、異機種間のデータ連携や
データ表現フォーマットに利用されている。
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＊FW；ファイアウォール

実行環境

OS

＊７･･･DLL
複数のプログラムで共通に使う関数やデータをひとまとめにし、プログラムを
実行するときにこれを呼び出して使うソフトウエア技法。または、その関数や
データを集めたファイルを指す。Windowsで採用されている。
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　中でも、米マイクロソフト社の｢Mic r o so f t ( R ) .NET 

Framework（以下「.NET Framework」）｣(*8)は、生産性を

重視する業務アプリケーションに適しているといえます。

｢.NET Framework｣は、アプリケーション開発・実行用の

ミドルウエアであり、WebサービスなどをWindows(R) 上で

利用するために必要な実行環境です。

.NET Frameworkとe-ADWORLD

　日立情報の電子自治体ソリューション｢e-ADWORLD｣

は、電子自治体に対応したシステムを提供するため、

｢.NET Framework｣を利用して開発しています。（図４）

　 ｢.NET Framework｣を利用することにより、 Webサーバ

に集中する負荷をAPPサーバへ分散させ、不要にサーバ

を増やすことがなく、TCO削減に有効です。また、XML文

書サポートという拡張性も持ち、電子自治体を踏まえた住

民や地元企業に対する行政サービスを早期に実現する

ことができます｡

図４●リッチ・クライアント　電子自治体ソリューション「e-ADWORLD」

＊８･･･.NET Framework
米マイクロソフト社は、「ユーザが必要な情報をいつでもどこからでも入手できる」
をコンセプトに、2000年6月に次世代インターネット技術「Microsoft(R).NET」を発表。
その基盤となるアプリケーション開発・実行用のミドルウエアを指す。
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●全てのセッション(命令)がWebサーバを経由するため
　負荷がかかる。
●Webブラウザでは各画面が独立しており、画面遷移や
　操作性に制約がある。
●閉じるボタンを誤って押した場合などに入力していた
　情報がクリアされたり、二重登録の恐れがある。
●Webブラウザを使用しているためクライアント側に
　アクセス履歴など個人情報が保存される。

●クライアント側に重いAPP(アプリケーション)が必要
　となる。
●APPの配布や管理が煩雑になる。
●クライアント0Sに制限がある。クライアント

APP（ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ）
OS

④クライアントへのAPP配布
　実行時にクライアントのバージョンを確認し、自動的
　に最新ファイルをダウンロードしセットアップする。
　自らセットアップすることができSE工数を削減できる。
⑤障害対応
　更新処理は全て１トランザクションになっているため、
　障害が発生しても、直前処理までデータは全てロール
　バックする。また、イベントログを追跡することによ
　り、迅速な障害対応が可能となる。
⑥操作性
　Webブラウザにはない柔軟なコントロールをサポート。
　キー入力・マウス操作どちらでも対応できる。
　１画面に表示を多くし画面遷移を少なくする。
⑦拡張性
　XML文書を利用し、電子自治体やLGWANへ標準的に対応
　できる。

①既存資産の有効活用
　.NET FrameworkをサポートしているOS上で動作可能。
　クライアント処理能力はロースペックでも利用できる。
②ライセンスフリー
　.NET Frameworkを動かすのに前提となるソフトは無償
　配布。クライアントごとのライセンス購入が不要。
③インターネットアクセス
　遠隔地からの操作が可能となる。


